
インタビューア●編集部

日本ではJUNETやWIDEといったUNIX環境を中心

に発展してきたインターネットの世界。米国の情報政

策の中で新しい産業構造・文化の可能性を切り拓く

仕組みとして大きく取り上げられたことから、日本で

も大きな注目を浴びている。しかし、インターネット

そのものがコミュニケーション環境という「社会を支

える大きな文化的枠組み」であるだけに、その本質

を把握するのは容易ではない。そこで、本誌ではネッ

トワークコミュニケーションの最前線にいる７人のキ

ーマンに自らの関りと今後の展望を語ってもらった。
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日本におけるインターネットの先駆け

は、84年に始まったJUNETという

ということになるんでしょうね。

最初は、村井さん（編集部注：村井純

氏、当時東京工業大学助手。その後、東

京大学大型計算機センター助手を経て、

現在慶應義塾大学 環境情報学部 助教

授）のいた東工大と慶應大と東大を結ぶ

“University”ネットという形で始まったん

ですが、途中から企業にも広がって“UNIX”

ネットみたいになった。そのうち専用線を

つかった“WIDE”という形に発展して、

NASAのネットワークに接続したんです。

JUNETやWIDEが草の根でやってたの

は、最初はなかなかネットワークを使った

共同研究とか、電子メールの便利さとい

うのが理解してもらえなかったからなん

です。欧米の研究者は当時から、最新の

実験結果の交換や発見を知らせるのに電

子メールを使ってたんです。論文を書い

て郵送するより絶対早いし、優先権争い

というのが欧米では特に凄いですから、

電子メールのタイムスタンプが重要な役

割を果たすんですね。

ところが日本の研究者の人たちは、電

子メールなんか使ったことがない。そこで

「これじゃ研究者として欧米に遅れをと

る」という声があちこちから起こってく

る。そうすると、日本の社会っていうの

は動くんですね。だからインターネットの

アカデミズムの世界への影響ということ

では、共同研究が一番の影響を受けたと

いうことでしょう。
●

日本で困ることはいくつかあるんです

が、一つは専用線が高いこと。アメリカ

みたいに安ければ、どんどんネットワーク

を伸ばせるんですが、やはり規制も絡ん

でるし、競争が十分じゃないということ

もある。通信業者としては、安くしても

使ってくれるかどうか分からないと言う

かも知れないけど、ともかくもっと安く

しないとなかなか伸びないでしょうね。

それから技術開発の面では、いまのと

ころインターネットには日本はほとんどタ

ダ乗りなんですね。インターネットに必要

なソフトウェアは基本的にUNIXと一緒に

入ってきている。日本で研究している人

が少ないということもあるんですが、OSI

の問題があるんです。OSIの標準化は、

世界各国から国の代表を集めて議論す

るというやり方なんですが、なかなか議

論がまとまらない。

一方インターネットの方は、技術者が

議論しながら決めていっちゃうんです。ま

ず誰かがアイディアを考え、ハードとソフ

トを開発して、そしてインプリメントする。

で、使ってみてこれはいいから標準にし

たい、と提案する。提案した後、電子メー

ルでもの凄い議論をやったり、年に三回

くらいミーティングをやったりして標準を決

める。標準が決まったときにはソフトがど

こか二箇所以上で動いている。しかもそ

のソフトウェアはフリーで配っちゃうんです

ね。だから普及ももの凄く早いわけです。

それと比べたら、OSIみたいなやり方

じゃ、とてもこの変化の激しい時代には

合わない。だから、OSIも全然無駄とは

いわないけど、ああいうなかなか決まら

ないものに注ぎ込むパワーを整理して、

その分をTCP/IPでもインターネットの技

術の方にでも重点的にやった方がいいん

じゃないですかね。日本からもアメリカに

技術を出すということをしないと、受け

取るばかりじゃしょうがないです。
●

ともかく、インターネットは便利で役に

立つもんですから、尻馬に乗るのでもな

んでも、とにかく大勢の人が使うという

のはいいと思いますよ。でも、情報発信

と情報公開をしっかりやりましょう、と

いうことを最後に言いたいですね。

石田晴久
「いしだはるひさ」

●

東京大学大型計算機センター
教授

古くからUNIX、C言語を日本に
紹介し、日本のインターネット育
成にも力を注いできた。現在、日
本インターネット協会会長、米国
インターネット学会（Inte rne t
Society）理事、日本ネットワーク
インフォメーションセンター（JPNIC）
理事などを兼務。

K e y - m a n H a r u h i s a  I s h i d a
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ニフティがインターネットと接続され

て、トライアルの時期を入れて約1

年半になりますが、現状からいえば月間

のメールの出入りはだいたい40万～50万

メッセージになってきています。そのうち

三分の二がインターネットからニフティへ

のもので、逆にだいたい10％が海外のド

メインに行ってます。全体で月に10％の

増加傾向を示していますから、インター

ネットの成長率とだいたい同じ率でメッ

セージの数も増えています。
●

使ってみて一番インパクトがあるのは、

電子メールの便利さ。いままでのパソコ

ン通信の時代、基本的にコンペティター

相互の乗り入れというのはなかった。で

も、インターネットのおかげで相手のIDを

見ると「えっ」というような、いままで全

然メールの届かなかった相手からも自由

にメールが届き出したというので驚いた

……というか、非常に便利になったなと

思っているわけです。

ニフティの場合、現在はインターネットか

らは入ってこれるようになっているんです

が、今度はニフティからインターネットのフ

ルメニューを使えるように、来年の初めく

らいをめどに努力している最中なんです。

ニフティには、現在アクセスポイントが

180箇所あるんですね。ですから、どこに

いても市内料金に近いようなイメージで

入ってこれる。14.4Kbpsのポイントも、8

月からサービスを始めて、年度内に60箇

所作る予定です。インターネットとフルメ

ニューで接続できるようになった暁には、

やっぱり全国網の足回りと、無線のアク

セスだとか、ISDNだとか、いろんなアク

セス周りの強化をどんどんやって、インタ

ーネットを使うヒトにとっても非常に良い

足回りを非常に安い値段で提供できるん

じゃないかと思っています。
●

インターネットもアメリカのCommerceNet

とか、そろそろ商用化に向けてのインフ

ラがいろんな意味で揃ってきて、セキュリ

ティの問題とか決済機構だとかいうこと

が論じられている。たぶん、あと1年～2

年ぐらいたつと、商用ネットプロバイダー

が国際的なアソシエーションで結ばれて、

セキュリティもしっかりして、配達の通知

も返しますっていうような、そういう

X.400に近いイメージで、技術はTCP/IP

だという世界が出てくるんじゃないかと

思ってるんですよ。

インターネットもパソコン通信も、お互

いに使いやすさをどうしよう、というの

が共通の課題としてあると思います。ニ

フティの場合も、いまは文字ベースなん

ですけど、ウィンドウズ環境とかマッキン

トッシュの環境下で、GUIでやることを

当然考えているわけです。インターネット

の方もウィンドウズのソフトが出きている

し、そういうところが改良されてくると、

お互いにトラフィックが増えるんじゃない

かと思っているんです。

私は、電子メールをもっと普及させる

ためにはどうしたらいいんだろう、という

のを常日頃思っているんですね。日本は

あまりにもメールの世界から遅れてる。

まず電子メールの普及をインターネットの

土台として考えるべきだと思うんです。

LANの環境でやればインターネットって

すぐにつながってくるし、そうすると、そ

こからニフティでもPC-VANでも、海外

でも行けるということにもなる。だから、

電子メールっていうのが普及すれば、み

んなハッピーになってくるんじゃないかと

思ってるわけです。

岡田智雄
「おかだ・ともお」

●

ニフティ株式会社
代表取締役社長

日本で始めて商用
パソコン通信サービ
スをインターネットと
接続。日本インター
ネット協会副会長を
兼務。

K e y - m a n T o m o o  O k a d a
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アメリカの商用インターネット・サービ

スというのは5年前に登場してるん

ですよね。で、彼らはこの5年間に、企業

としてインターネットをどう使いこなすか

という利用技術を蓄積してきた。それが

今、ビジネスにつながって、うまく行き始

めているというふうに言えると思います。

これに対して、日本の場合、いままで

研究ネットワークとかボランティア・ネッ

トワークしかなかった。企業が安心して事

業活動の一環として使えるようなネット

ワークはなかったんです。ところが、日本

の企業もアメリカのカウンターパートとし

て活動してるんで、そういうニーズが出

てきた……というところにIIJというコマ

ーシャル・サービス・プロバイダーが登

場する背景があるんです。
●

もともと日本は通信サービスのマーケッ

トとしてはあまり大きくないんですよ。だ

から、ニーズのあるお客さんに対してサ

ービスをとりあえず提供していってとい

うことを考えてたんですが、実際は、企

業の方がアメリカの取引先から要求され

るというような格好で、急速にマーケット

が大きくなってます。現に、毎月 10～

15％ずつお客さんが増えている。だいた

い今年度末には2000社くらいがつながっ

てしまうんじゃないかと見てるんですよ。

ただ問題は、日本の企業は利用技術を持

ってないこと。

アメリカの企業はインターネットは情報

を発信する上でメリットがある、安いパブ

リシティが打てると理解してる。ところ

が日本の場合は、どういう情報が取れま

すか、というスタンスなんです。情報を

取ることしか考えていない。これは5年

間の企業の利用技術の蓄積の差だと思

うんですよ。今後日本の企業もいかに情

報を発信するかという利用技術を身につ

けていくことになると思いますけど、そ

ういうこともIIJとしてはお手伝いしよう

と思っています。
●

インターネットにからんで日本の通信政

策のことがいろいろ言われてますが、日

本だけが特殊なんじゃなくて、インターネ

ット上には各国の通信政策とインターフ

ェアを起こすサービスがあるんです。国

はそれぞれ通信政策を持ってますからね。

でも、たまたまそれとぶつかってしまうよ

うなサービスも、インターネット上では技

術的には可能になってるわけです。それ

は世の中の流れの中でいずれは解決され

るもんだと認識してます。

日本の場合にはこういう部分が使いや

すくなればいいというのはありますけど、

ただ、それも他の通信サービスとの関連

でバランスよくやらないと、うまくいかな

い部分がある。やっぱり、使う側が声を

出していくということが大事だし、それ

で変わっていくだろうと思いますね。サ

ービス・プロバイダーがいうよりも、使う側

のニーズがあるから、サービスが向上し

てくるというのが健全でもあるし、ビジ

ネスとしても成り立つわけで、世の中の

流れを見て、徐々にやる以外ないと思う。
●

インターネットというのは情報の流通メ

カニズムが変わるということなんです。

情報の流通メカニズムが変わるというこ

とは、物流も変わるということですよ。

情報と物流両方が変わるということは、

その間で埋まっている広告、宣伝とか、

ビジネスのストラクチャーが全部変わるとい

うことですよね。そういうのがインターネット

のインパクトの一番大きな部分だと思う。

で、そこには新たに浮上してくるビジ

ネス・チャンスがたくさんあって、もちろ

んIIJというのは、それのいくつかのビジ

ネス・チャンスを、またビジネスにしてい

こうということなんですけどね。

深瀬弘恭
「ふかせ・ひろゆき」

●

株式会社インターネット・イニシアティブ
取締役会長

株式会社アスキー勤務時代に「漢字
UNIX」の開発を指揮。WIDEプロジェ
クトへの参加も含め、日本のインターネ
ットの研究・実験を推進したひとり。

K e y - m a n H i r o y u k i  F u k a s e  
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これまで、LANサーバーに対するア

クセスまではクライアント・サーバ

ー・コンピューティングという枠の中で

考えられてたんだけど、そういうシステ

ム・ソフトウェアの世界がインターネット

によって突然、社会のインフラや資産に

対するアクセスというところまで行って

しまう感じはありますね。従来のパソコ

ンというのは、電子メールはあったけど、

基本的に社会のバックボーンに対する接

続が非常に脆弱だった。でも、これから

のOSというのは、社会で共有できるひと

つのバックボーンへのアクセスを機能の

一部にしていく……異ったツール、異っ

た作法でしかアクセスできなかったもの

が、最終的にはシームレスになるべきだ

ということでもある。つまり、情報資産

がどこにあるかということにとらわれず

に、自分で自由につかめる環境を作るこ

とがOSに課せられた一番大きな使命で、

なおかつ、それに応じた権利関係とか課

金だかとか、セキュリティの問題まで含

めて考えたインフラが出てくるんだろう

な、ということですね。

インターネットで面白いと思っているの

は、いままでの情報の提供者と情報を享

受する受益者側という発想がないこと。

一箇所に情報が集中するんじゃなくて、

情報を持っているヒト同士のネットワーク

が最終的に強みを発揮するという状況に

なってる。国家や家庭、会社の中では、

すでにピラミッド的構造が崩壊して、コラ

ボレーションが始まってる。でも、パソコ

ンだけがたぶんまだ、そこの時代に辿り

ついてなかったということでしょう。コン

ピュータの世界もようやく皆さんと同じ

レベルに追い付いてきました、という位

置付けからインターネットを議論をするの

が一番いいんじゃないかと思いますね。

で、こういう視点から見ても面白いの

は、マイクロソフトからはオフィシャルに

何の話も出てないんだけど、インターネッ

トの会議室で「Ch i c a g o にモザイク

（Mosaic）よりはもうちょっとよいインタ

ーフェイスを持たせるなら、どういうスペ

ックにしたらいいか」って話がどんどんど

んどん回転してるという状況があるのね。

いままでだったら「マイクロソフトが決め

ました」、でオシマイなわけ。でもインタ

ーネットのソサエティというのは、そうじ

ゃない。「どういうことを注意したらいい

でしょう」という問いかけを先にしちゃう

わけですね。そうすると、「UNIXはこれ

だけ頑張ってる。アップルはこれだけやっ

てるんだから、こういうことをやってくれ

なきゃ困るよ」っていう話が返ってくる。

そこで、「ここまでのバージョンを作って

みたんだけど、どうですか」って評価を受

けて、「これだったら入れる価値あるよね」

って言われて初めて製品化されるという

プロセスを踏むわけですよ。だから、「マ

イクロソフトはどういう方針でインターネ

ットに関わりますか」っていうことを聞か

れると、インターネットだからこそ、マイ

クロソフトが勝手に物事を決めるなんて

いう発想は持っちゃいけないな、と。
●

インターネットの面白さっていうのは、

世界中に暮らしてる賢い人達と、賢いコ

ンピューティング・パワー……頭の中の

人的なパワーが一つに結集して、日常的

に物事の流れを決められる場所だという

こと。それをビジネスに活用しようと、

テクノロジーの進歩に対して貢献をしよ

うと、新しいヒトだとか新しいもの、新し

い情報に触れる……触れるだけじゃなく

て、逆に自分が発信者となってソサエテ

ィに刺激を与えることができる。その意

味で、インターネットの持っている総合的な

インパクトは、いままで起こったあらゆるこ

とよりも大きいんじゃないかと思います。

古川 享
「ふるかわ・すすむ」

●

マイクロソフト株式会社
代表取締役会長

MS-DOS、Windowsをは
じめとするパソコン用のシ
ステムソフトウェアはもち
ろん、AtWorkなどマイク
ロソフト社でも先進的なプ
ロジェクトを指揮する。

K e y - m a n S u s u m u  F u r u k a w a
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香取啓志
「かんどり・けいし」

●

朝日放送株式会社
テレビ制作技術局第三制作技術部

技術課長

大阪大学、奈良先端科学技術大学院
大学と共同で、ATM LANを使ったマ
ルチメディア高速ネットワークの実験
に参加している。

K e y - m a n K e i s h i  K a n d o r i  

ければできなかった仕事……逆に言えば、

そのために大きな会社が存在してたんで

すけど、ネットワーク社会ではそこが崩

れていくんです。

僕は、やりたい人が自由に参加できて、

よいネットワーク環境を使うことができ

る、そういう次のフェイズに入るまでの

橋渡しをやりたいと思ってます。ともか

く、現在の米国並のよい環境を作ってい

く方が先で、日本では米国の三年前のス

ーパーコンピュータを使ったネットワー

クすらできてない状態だから、それをま

ず作らなければしょうがない。研究者レ

ベルで米国がやってる程度のことがやっ

とできるようになるのが今年じゃないか

と思ってます。その次じゃないと、コン

テンツとかという話にはならないでしょ

う。いまは、米国直輸入の中身を流して

「これがコンテンツだよ」という状態。米

国は10年前にARPAでいろんな実験をや

ったんですが、日本ではまだそれができて

いない。インターネット関係で先走った話

なんか聞くと、インフラもないのに、何を考

えてるんだ……という気持ちですね。

本当はこうしたことを公共機関などが

先導してやるべきだと思うんですよ。公

共機関が情報を流して、シンクタンクと

かいろんな団体がそれをひっぱって研究

するとか……まず最初のそういうフェイ

ズがない限り、失敗するでしょう。

インターネットはコミュニティみたい

なもので、お互いに集まろうという“場”

……物理的なイメージとしてはパブリッ

ク・スペースみたいな感じなんですが、

いまの日本にはパブリック・スペースの

概念があまりない。だから大変なんです。

そういうスペースが米国の場合、インタ

ーネットに端的に表れてるんです。

インターネットは基本的には、国のや

っている図書館などと同じなんです。こ

れまでそういった機能を果たしてきた場

所が、新しい電子的な環境の中で構築し

なおされる。そうした視点がべースにな

って日本のインターネットができていく

んじゃないでしょうか。

インターネットは普通の人にはまだ

使いづらい状態だと思います。イ

ンターネットの環境を持っている人でな

ければ使えないから、まず誰でも使える

環境にしなければ駄目だと思います。逆

に言えば、使える状態になれば、いまの

電話とかFAXみたいに、ほおっておいて

も使う人は増えるんですよ。それには、

日本の通信回線がもう少し安くなって欲

しいと思ってます。

もうひとつ、インターネットはボラン

ティアの世界なんです。TAKEだけでは

駄目な社会。見た目はTAKEなんですが、

やっぱりGIVEがあって、いまのような大

きなネットワークになったものなんです。

実際、コマーシャルにはなってきてます

が、インターネットはまだアカデミック

な世界で、お金が絡んでくるとどうなる

かというのは誰にも分からない。でも、

「インターネットに入ってないと大変」と

かで大きな会社がインターネットに入っ

てきて、情報を取るだけという形は、お

そらく失敗するんじゃないですか。そう

じゃなくても大きな会社というのは、ネ

ットワークを導入すると自己破壊してし

まう可能性があるんです。ネットワーク

社会というのは基本的に大きな会社の意

味がなくなる時代で、大きな会社にいな

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



Interview

INTERNET MAGAZINE 137

ってるかというと、これからがんに関す

る画像のデータベースを作って、それを

インターネットで提供していくんですけど、

その練習としてやっていると……。

現在、がんセンターでは築地と柏の間

で6Mbpsの専用線を使って、ハイビジョ

ンを使ったテレビ会議をやってるんです。

これがうまくいったら、地方の病院をた

くさんつないでコンサルテーションのネッ

トワークを作るということもできるでしょ

う。ただどうしても問題になるのが、プライ

バシーとシステムダウンに関する安全性。

いまのインターネット技術はまだ不安定な

ところがあるので、その問題をどう解決

していくかというのがこのプロジェクトの

大事な点なんですが、実績をつくりなが

ら検討していこうとしているわけです。
●

インターネットは世界中に普及してます

し、直接我々が発言できるという状況に

なってくると思います。みんな早くこのコ

ミュニティを知って、参加してもらいたい

と。まずは利用して楽しんで欲しいけど、

利用したら今度は提供者になって欲し

い。TAKE & TAKEじゃなくて、やっぱり

GIVE & TAKEで自分しか持ってないよ

うなデータをなるべくシェアしながら発展

してもらいたいと思っています。

がんセンターでは2年前にLANが出

来上がって、最初は国内接続だっ

たんですが、93年 1月から国際リンクが

始まって、それでインターネットに接続す

ることになったというわけです。

ここではほとんど遺伝子の研究をやっ

てるんですが、この世界は非常にスピー

ドが速くて、世界中で大量のデータが生

産されてる。それを調べる必要があるん

です。そこで、外とネットワークをつない

で、あちこちにあるスーパーコンピュータ

を使うとか、最新のデータを見に行く必

要がでてきた。で、そのためにはやっぱり

インターネットが必要だということでつな

いだわけです。いまでは、クリックすれば

すぐにメニューが出てきて、欲しい情報

が手に入るという状況になってます。
●

外の方に対する情報提供ということで

いえば、アメリカに行ったときにゴファー

などを見てきたんですが、日本からもデ

ータ提供しなければ……ということで、

データベースを作ったというわけです。

94年3月にアクセスが10万件を突破し

て、6月には17万件くらいになりました。

実際の利用者を逆引きで見てみると、最

初は米国が60％、その他諸国が15％、

残りの25％が日本とがんセンターの内部

という状況だったんですが、「ひまわり」

の画像サービスを始めたあたりから日本

が半分くらいになってきました。

海外からの利用は、もちろんがんセン

ターの情報もあるんですが、一番受けて

いるのが“Japan Information”。これをや

っていたら、電子メールで日本について

の質問が非常に多くなってきた。そこで

この際、ちゃんとサービスしようというこ

とになって、外務省からパンフレットをも

らってOCRで読み込んでゴファーの中に

入れたんです。そうしたら、がんに関す

る情報を一挙に抜いてしまった。で、こ

のあたりから、がんセンターががんセン

ターらしくなくなってきたと（笑）。で、

きわめつきは「ひまわり」で、もうみんな

こればっかりで……（笑）。

ゴファーやWWW（World Wide Web）

にしろ、公式なものはまだ少ないんです

ね。がんセンターもそういう姿勢は崩し

てないんです。「ひまわり」もスタートし

た当初から言ってたんですけど、なぜや

水島 洋
「みずしま・ひろし」

●

国立がんセンター研究所
生物物理部薬学博士

ゴファーを使った情報提供
を始めた草分けの一人。遺
伝子関係の情報提供はもち
ろんだが、いまでは気象衛
星「ひまわり」の画像や
「Japan Information」などの
情報をインターネットで提
供する人として有名。
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とかWIDEとかグラスルーツの基礎があ

るわけですよ。そこにいま、アメリカから

の追い風がある。新社会資本だとかでお

金は出てるんだから、上から押し付ける

みたいないままでの方策じゃなくて、下

の活力みたいなものをうまく生かす方向

で何ができるかを、我々も考えなければ

ならない。国だけの問題じゃないんです。

ここで重要なのは、誰かが分かってい

てそれを指導するというよりも、みんなが

考えて分かるという“場”を作ることだと思

います。その意味では、マスコミにはそれ

なりの役割があると思います。みんなが

情報を共有するとか、共通のプラットフォ

ームというか“場”を設けるという面でね。

マルチメディアやインターネットはマスの崩

壊、パブリックの崩壊という方向に作用し

てますけど、それはもう一度再構築されな

ければならない。新聞にインターネットのこ

とを書いたのも、テーブルの上にのせるこ

とで論議してもらおうと考えたわけです。
●

いままで大きいシステムの中で、一方

的に読むとか受けるということを強要さ

れていた個人が発言者に変わるという意

味で、組織が使うというよりは、個とし

て確立した人間が発信していかないとい

けない。そのためには一人一人が“読む

リテラシー”に加えて“書くリテラシー”

を身につけることが必要です。

インターネットは誰も知らない新しいメ

ディアで、個人が世界的な発言者になれ

る可能性のあるメディア。でも、それと

同時にリスクもある、責任もあるという

ことを覚悟して書かなければならないメ

ディア。とりあえずインターネットが最初

に伸びるときは、すごく面白いとかすご

く儲かるとかかも知れないけど、いろい

ろやって失敗して、プライバシーとか発

言の責任をどう取らなければならないか

ということを学んでいくしかないんです

ね。そういう意味では、可能性と責任が

増える……情報社会はそういうものなん

ですけど、インターネットは一つの最初の

トレーニング・コースになると思います。

インターネットを体験して分かったの

は、まさにこれは民主主義の原点

だということですね。「インターネットはワ

イルドウエストだ」といわれるけど、アメ

リカはみんな違う国からかやって来て、

法律もはっきりしない状態でコミュニティ

を作って、タウンミーティングで決めまし

ょうというポリティカルなシステムを作っ

てきた。その中で、ワシントンとかジェファ

ーソンが「僕らはこういう形で情報を共

有して、広めることによって国を作ってい

こう」という国の基礎を作ったわけです。

いま、インターネットの中で起こってい

るのは、まさにそうしたアメリカの礎がで

きたときの精神に戻ろうというような論

議がされているわけです。それもインター

ネットの中だけに留まらずに、政治のや

り方とか経済に大きいイフェクトが出て

きてる。ボトムアップでグラスルーツで作っ

ていく、それが彼らの民主主義のスピリッ

トだし、インターネットの文化だと思います。

それに対して日本社会のシステムとい

うのは外からパッケージで与えられて、

後からどう使うかという不幸があるんで

す。だから、どこかの省庁がインフラを

整備して、使いなさいというようなこと

が起こるわけですね。アメリカにキャッチ

アップするために国の金を使って上から

ぽ～んとやらなきゃという方向に行くわ

けでしょう、日本では。そういうことをや

って本当によいものができるかどうか、

分からないですよ。

実は日本のインターネットにはJUNET

服 部 桂
「はっとり・かつら」

●

朝日新聞東京本社
科学部記者

MITメディアラボ客員
研究員、ASAhIパソコ
ン誌副編集長を歴任。
最近では、朝日新聞夕
刊で「電子が結ぶ地球
村～インターネットへ
の招待」という連載記
事でインターネットを
紹介。著書に「人工現
実感の世界」（工業調
査会刊）がある。
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